
Crescent Girls’ School 訪問 

 
駒沢学園女子中学・高等学校 教頭 鈴木 若葉 

 

１ はじめに 

私立学校教員海外研修団は 2023 年 8 月 25 日クレセント・ガールズ・スクール1

を訪問した。明日のリーダーになる人を育てたい、将来は社会の中で重要な仕事に

就いてもらいたい、という学校のビジョン“Ladies and Leaders of Tomorrow”の

もと、デジタルを使用した学びや新しい学力の育成の研究を行い、積極的に発信を

している学校である。学力を育む最先端の授業の取り組みについて、校長先生や

ICT 担当の先生からお話を聞き、授業見学や MR 体験2をさせていただいた。 

 

２ 学校概要 

クレセント・ガールズ・スクールは 1956 年創立、2007 年に自治学校として認定

された。ICT をどのようにカリキュラムに組み込むかを他の学校に示す模範校で、

シンガポールの「未来の学校」としてパイオニアの役目を果たしている。生徒は

2007 年から 1 人 1 台デジタルデバイスを所有し、現在所有する iPad は政府から

支給されている。全館 Wi-Fi があり、ホロレンズを備えるマイクロソフトショー

ケースルームや、3D プリンター、AI などを利用して ICT を学べる教室もある。 

インテル（Intel Corporation）、マイクロソフトなどとパートナーシップがあり、

2010 年頃 CRADLE3を立ち上げた。これはデジタルを使った学びの知見をシンガ

ポールの他の学校や、他の国の学校に発信し共有をするためのもので、シンガポー

ルがデジタル時代の学びの指導的な立ち位置

の国であることを示す目的もある。 

シンガポールの学力トップ 15％の生徒が入

学し、13 歳から 16 歳まで 4 年間学ぶ。全国

試験 GCE の O レベルに向け準備をして卒業

後はジュニアカレッジ（高校）や専門学校に

進む。 

 
1 Crescent Girls’ School ホームページ  https://www.crescent.edu.sg/ 
              紹介動画      https://youtu.be/pmJ1apBFw4Y 
2 Mixed Reality 複合現実 
3 Crescent Academy for Digital-Age Learning https://www.crescent.edu.sg/cradle/crescent-

academy-for-digital-age-learning/ 
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３ 教育環境 

玄関ホールには学校のビジョン、ミッショ

ンが大きく掲示され、廊下のヘリテージ・

ウォールには学校の歴史、歴代の校長先生や

有名になった卒業生の写真と言葉などを掲示

されていた。また、世界の国旗が飾られた階

段もあり、新しい建物ではないが、光が差し

込む明るい雰囲気であった。 

社会の授業ではディベートに関連して教員

と生徒がやり取りをしていた。教室の前面に

テーマや生徒の意見が投影されていた。生徒の発言に対し教師が“Why?”と重ねて

質問し、すぐに答えられなかった時には「周りの人と話してみては？」と促してい

た。調べたことやグループの意見をきちんと考察しないと対応できない内容で「正

解」がないテーマを深く考えさせていた。 

ショーケースルームでは MR を体験させていただいた。原子力発電所でメルト

ダウンが起きたという想定で環境への影響を考えるものだが、ホロレンズ4を装着

するとその世界が立体的に浮かび上がり、土や蝶を採取できる。 

 

４ 学びの特徴 

教育学 AFL5とリサーチを根拠におき「学

ぶ喜び」「グロースマインドセット」「21 世紀

型」「ICT」の 4 つの柱をもとにカリキュラム

が組まれている。特徴的なものをいくつか挙

げる。 

 

(1) 統合型カリキュラム（1～3 年）：複数    

の科目で学んだ知識や技術を活用してグ

ループでプロジェクトを行う。例えば、1 年では「水」をテーマに、化学と地

理の知識を活用して現実の問題解決や国際感覚を構築する。 

(2) ポジティブな教育 PERMAH6：失敗は成功のもとであり、強い心を育てるた

めの教育を推進。今はまだ不十分だが自分は成長していていずれは成功する

YET（まだ）という考え方も教えている。教員にも適用している。 

(3) ナイト・スタディ：学校終了後の夜間に図書館で学習ができ、保護者が夕食

を作りに来校できる。 

 
4 HoloLens（ホロレンズ）米国マイクロソフト社が 2016 年 3 月に発売した MR を体験できるデバ

イスでゴーグルなどを使う。 
5 Assessment for Learning 学習のための評価  
6 positive emotion/engagement, relationship, meaning, accomplishment, health 
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社会の授業風景 

学びについて熱く語る校長先生 
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(4) 豊富な課外活動：ガールガイドなどグループ活動、デジタルアートなどクラ

ブ活動、ホッケーやカヌーなどスポーツ活動、吹奏楽やダンスなどパフォーミ

ングアーツの 4 種類があり、生徒は興味に応じて活動している。 

(5) 人々との交流プログラム：社会の中であまり恵まれていない人や高齢者など

と交流することを重要と考えている。高齢者向けの料理なども学んでいる。 

(6) 21 世紀型の授業設計：Microsoft やスタンフォードリサーチインターナショ

ナルと提携し一緒にルーブリックを作成。授業設計はすべてリサーチが根拠と

なっている。授業デザインに含める要素は協働、コミュニケーション能力、現

実問題解決、知識の構築、ICT、国際感覚の 6 つ7がある。この中から複数の要

素を授業に組み込むようにしている。 

(7) 教員に求める力と福利厚生：質の高い指導、評価する能力を重視し、常に指

導のスキルを向上させることを求めている。教員同士が学ぶ研修会や授業見学

を頻繁に行っている。2 週間に 1 度、教員だけが学校にいる時間を作り、様々

な活動を通して交流している。 

(8) ICT 

ICT はイネーブラー8であり、学習に役

立たせるという目的意識を持って使用す

ることが大切であると考えている。「学校

中に普遍的な ICT 文化を作る」「新しいテ

クノロジーを使用し常に新しいことを見

て推進する」「他の学校にインスピレー

ションを与え手助けする」という考え方

で新しいテクノロジーによる学びの喜び

を達成している。 

① 教員の ICT 上達の枠組み：全教員への研修に始まり、2 週間毎に ICT 活用

を議論するチームまで、教員の ICT 活用上達の枠組みがある。 

② 生徒の ICT 上達の枠組み：特に興味や才能がある生徒にクラブ活動への参

加、Swift Explorers Singapore9等の資格を与える枠組みがある。 

③ LSCEP10（1、2 年）：Office や動画・音楽編集アプリの使い方から始まり、

1 年の後半にはマイクロビットや Swift Explorers Singapore、Python など

でアプリ開発やコーディングを学ぶ。 

 

 
7 Collaboration, Skilled Communication, Real-World Problem Solving, Knowledge 

Construction, Use of ICT for learning, Global Awareness 
8 Enabler: 成功要因。成功・目的達成などを可能にする人・手段・方法のこと。 
9 シンガポールの生徒がアプリ設計などを学ぶプログラム 

https://swiftexplorers.sg/  
10 エルセップ:Lower Secondary Computer Education Program 

ホロレンズ 

複数のホロレンズ 
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④ イマーシブ・テクノロジー（没入型技術）：ホロレンズを用いた MR 体験11、

歴史ある建造物を体験する VR 等を授業に取り入れている。この技術は「様々

な産業において活用でき、未来を考えるうえで必要、不可能なことを可能に

できるようなインパクトがあるもの」と捉え、だからこそ実際に生徒に触れ

てもらう必要があると考えている。MR のコンテンツはコーディングパート

ナーと一緒に開発し教育省のシラバスと整合性が取れる内容になっている。 

 

５ おわりに 

お茶とお菓子、果物が振舞われ、温かくやわ

らかな雰囲気の中、校長先生と ICT 担当の先

生に丁寧に学校の取り組みを説明していただ

いた。 

デジタルは学習にとって役立つものでなけ

れば意味がない、どのように効果的に組み込

むかが大切だ、ということを強調され、模範校

としての研究に誇りと自信を持って取り組ん

でいる姿に感銘を受けた。 

また研究校としてホロレンズなど最新機器を備えることで、生徒が最先端の技

術に触れて学ぶことができる環境が素晴らしく、学校に最新の設備や教育がある

ことは大切なことだと実感した。「最新の教育」と聞くと新しい指導法のみに興味

が向いてしまうが、根拠とする教育学やリサーチのもとに授業や評価を行い、生

徒、教員の両方を心理面でも技術面でも向上するようにサポートする一貫した取

り組みを目の当たりにし、改めて教育の根本を学ぶことができた。 

クレセント・ガールズ・スクールに感謝するとともに、このような学校を視察先

として選択し見学の機会をいただいたことにも心から感謝したい。 

 
11 MR を取り入れた授業の記事  https://news.microsoft.com/en-sg/2019/02/26/ simulating-

nuclear-fallout-in-the-classroom-using-mixed-reality/ 

学校の入口。右手に vision が見える。

－ 32 －



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




